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付属資料 1 調査団員氏名、所属

1-1 基本設計調査

担当 氏名 所属

団長/総括 成澤　行人 外務省経済協力局無償資金強力課

技術参与 岡本　光正 水産庁増殖推進部研究指導課

計画管理 林　将幸 国際協力事業団無償資金協力部業務四課

業務主任/ 高橋　邦明 水産エンジニアリング株式会社
　　水産資源調査訓練計画

船体計画/積算 渡辺　豊徳 水産エンジニアリング株式会社

艤装機材計画 寺尾　豊光 水産エンジニアリング株式会社

漁撈機材計画 山田　昭男 水産エンジニアリング株式会社

1-2  基本設計概要説明調査

担当 氏名 所属

団長/総括 岡本　光正 水産庁増殖推進部研究指導課

業務主任/ 高橋　邦明 水産エンジニアリング株式会社
　　水産資源調査訓練計画

船体計画/積算 渡辺　豊徳 水産エンジニアリング株式会社

 



 

付属資料 2    調査日程   

2-1 基本設計調査

No.  月　日 曜日 行 程
1 9 30 月 成田  ⇒ バンコク
2 10 1 火 大使館、JICA事務所表敬、SEAFDEC 事務局表敬
3 2 水 SEAFDEC訓練部訪問、スタッフとの協議 
4 3 木 SEAFDEC 訓練部、議事録案に関する協議 
5 4 金 SEAFDEC 事務局、議事録署名

大使館、JICA事務所に報告
業務主任、船体計画、 官団員
艤装機材計画、漁撈機材計画

（10月 4日金） バンコク  ⇒ 成田
6 5 土 団内協議
7 6 日 資料収集及び整理
8 7 月 SEAFDEC 訓練部スタッフとの協議 
9 8 火 タイ国港湾局訪問

10 9 水 SEAFDEC 訓練部スタッフとの協議 
11 10 木 SEAFDEC 訓練部スタッフとの協議 
12 11 金 M/V SEAFDEC、M/V PLATOOの乗船調査 

機関ワークショップ、水産ワークショップ施設視察
13 12 土 団内協議
14 13 日 資料整理
15 14 月 タイ国港湾局との協議、NK船級協会バンコク事務所訪問
16 15 火 SEAFDEC 訓練部スタッフとの協議 
17 16 水 SEAFDEC 訓練部の周辺造船所及び機関関係事業所の視察
18 17 木 タイ国港湾局との協議
19 18 金 SEAFDEC 訓練部が所有する桟橋の調査
20 19 土 団内協議
21 20 日 資料整理
22 21 月 SEAFDEC 訓練部スタッフとの最終協議 
23 22 火 大使館、JICA事務所に報告

SEAFDEC 事務局に報告
24 23 水 (タイ国祭日)、資料整理
25 24 木 バンコック  ⇒ 成田

2-2 基本設計概要説明調査

No.  月　日 曜日 行 程
1 12 15 日 成田  ⇒ バンコク
2 16 月 JICA事務所表敬、SEAFDEC 事務局表敬、概要書説明協議
3 17 火 SEAFDEC訓練部、概要書説明協議 
4 18 水 SEAFDEC 訓練部、議事録案に関する協議 
5 19 木 SEAFDEC 事務局、議事録署名、海事局協議

大使館、JICA事務所に報告
業務主任、船体計画 団長

（12月19日木） バンコク  ⇒ 成田
6 20 金 SEAFDEC 訓練部協議 
7 21 土 資料収集及び整理
8 22 日 資料整理
9 23 月 SEAFDEC 訓練部協議 

10 24 火 バンコック  ⇒ 成田



 

付属資料 3    関係者リスト

3-1 基本設計調査時

氏名 職位・所属

Mr. Panu Tavarutmaneegul Secretary-General and Training Department Chief,
SEAFDEC Secretariat

岡本　純一郎 Deputy Secretary General and Deputy Training Department
Chief, SEAFDEC Secretariat

Mr. Sutham Sitthichaikasem Information Program Coordinator, SEAFDEC Secretariat

Mr. Somnuk Pornpatimako Administrative and Finance Coordinator and Information
Program Coordinator, SEAFDEC Secretariat

Mr. Aussanee Munprasit Head of Administrative Division, SEAFDEC Training Department 

Mr. Bundit Chokesanguan Head of Information and Extension Division, 
SEAFDEC Training Department

Dr. Yuttana Theparoonrat Head of Training Division, SEAFDEC Training Department

Dr. Somboon Siriraksophon Head of Research Division, SEAFDEC Training Department

Cap. Sutee Rajruchithong Head of Ship Division, SEAFDEC Training Department

Mr. Montien Paewsakul Port Eng./Chief Eng. M.V. SEAFDEC, SEAFDEC

Cap. Sonchai Bamrajarinpai Captain M.V. PLATOO, SEAFDEC

Mr. Isara Chanrachkij Head of Fishing Gear Technology Section, Research Division,
SEAFDEC Training Department

Ms. Kannika Boonkananurak Head of Finance Division, SEAFDEC Training Department

Mr. Pittaya Sroythong Director of Ship Survey Division, Harbour Department,
Thai Government

Mr. Kumpon Jirasatit Ship Surveyor, Harbour Department, Thai Government

斎藤　隆志 在タイ日本国大使館　公使

都築　慶剛 在タイ日本国大使館　一等書記官

中井　信也 国際協力事業団　タイ事務所　所長

高島　宏明 国際協力事業団　タイ事務所　次長

沖浦　文彦 国際協力事業団　タイ事務所

岩井　淳武 国際協力事業団　タイ事務所

今井　達也 国際協力事業団　タイ事務所

 



 

3-2 基本設計概要説明調査時

氏名 職位・所属

Mr. Panu Tavarutmaneegul Secretary-General and Training Department Chief,
SEAFDEC Secretariat

岡本　純一郎 Deputy Secretary General and Deputy Training Department
Chief, SEAFDEC Secretariat

Mr. Sutham Sitthichaikasem Information Program Coordinator, SEAFDEC Secretariat

Mr. Somnuk Pornpatimako Administrative and Finance Coordinator and Information
Program Coordinator, SEAFDEC Secretariat

Mr. Aussanee Munprasit Head of Administrative Division, SEAFDEC Training Department 

Mr. Bundit Chokesanguan Head of Information and Extension Division, 
SEAFDEC Training Department

Dr. Yuttana Theparoonrat Head of Training Division, SEAFDEC Training Department

Dr. Somboon Siriraksophon Head of Research Division, SEAFDEC Training Department

Cap. Sonchai Bamrajarinpai Captain M.V. PLATOO

Mr. Wanchai Sarathuthat Director, Marine Department, Thai Government 

Mr. Kumpon Jirasatit Ship Surveyor, Marine Department,  Thai Government

都築　慶剛 在タイ日本国大使館　一等書記官

中井　信也 国際協力事業団　タイ事務所　所長

高島　宏明 国際協力事業団　タイ事務所　次長

沖浦　文彦 国際協力事業団　タイ事務所

今井　達也 国際協力事業団　タイ事務所

 



































事業事前評価表 

 

１．協力対象事業名 

   東南アジア漁業開発センター 漁業調査訓練船建造計画 

２．我が国が援助することの必要性・妥当性 

 

(1) 我が国が援助することの必要性・妥当性 

ASEAN 加盟国の内、所得水準の低いカンボディア、インドネシア、ミャンマー、フィリピン、ヴィエトナムは、我

が国と経済を含め多方面で密接に関わっており、市場経済への移行及び持続的な成長を引き続き支援して

いく必要があること、貧困撲滅等の開発課題を抱えて援助需要が大きいことから、我が国が援助することの必

要性が高い。 

 

(2)当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 

 ASEAN では外貨獲得、雇用創出、収入増加、食料確保などで漁業や水産物の役割が重要なものとなってお

り、水産物が重要な食料、栄養摂取源となっている。これまで ASEAN 諸国の漁獲量は急激な増加をしてきた

が、漁獲漁業の成長率は低下しつつある。一方、魚類需要は高い伸びを示すとされており、漁業生産と供給

が追いつかないことが懸念されている。また、漁業生産減少の一因とされている沿岸海域の環境悪化も地域内

で問題とされてきている。 

ASEAN－東南アジア漁業開発センター(SEAFDEC)加盟国は 2001 年 11 月に開催した「食料安全保障のため

の持続可能な漁業に関するミレニアム特別会議」で、水産物の安定的な供給と持続的な漁業活動を維持する

ためには、地域内で共同して持続的漁業の推進と水圏環境の改善を図ることが必要であるとして、責任ある漁

業行動規範の地域ガイドラインを策定すること、食料安全保障のための持続的漁業を確立するための効果的

な管理を行っていくことを一致して決議した。 

 

SEAFDEC 加盟国の内、特にカンボディア、インドネシア、ミャンマー、フィリピン、ヴィエトナムでは、自国に調

査訓練船が不足しており、漁業管理、資源管理を行っていく上で最重要である漁業資源状態のモニタリングと

持続的漁業のための適切な漁業技術能力を高める訓練が、自国単独では充分できないでいる。 

 

このため、東南アジア地域の漁業開発促進を目的としている地域的国際機関である SEAFDEC が沿岸漁業調

査、漁業訓練を各国と共同して実施することが求められているが、訓練部局所属の２隻の調査訓練船も船体の

傷み、設備機材の老朽化により、沿岸域での漁業調査と海上訓練実習の実施に支障を来しており、加盟国、と

りわけカンボディア、インドネシア、ミャンマー、フィリピン、ヴィエトナムの沿岸水産資源の把握及び各国の人材

育成と水産資源の適正利用技術の普及を図ることができないでいる。 

 

３．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

 

SEAFDEC 訓練部局において漁業調査・訓練船を整備することにより、SEAFDEC 加盟国の内、カンボディア、インド

ネシア、ミャンマー、フィリピン、ヴィエトナムの各国と SEAFDEC が共同して、それぞれの沿岸海域での水産資源調

査と水産資源適正利用技術訓練を強化することを目的とする。 

 

４．協力対象事業の内容 

 

(1) 対象地域 

 カンボディア、インドネシア、ミャンマー、フィリピン、ヴィエトナム 

 

(2) アウトプット 

漁業調査訓練船及び機材が整備される。 

 



 

(3) インプット 

【日本側 】 

1) 漁業調査訓練船(約 208 国際総トン、全長 32.5m、主機関 736kW)の建造 

2) 漁具、漁撈機材、調査機材の調達 

    

【相手側 】 

特になし 

 

(4) 総事業費 

  概算事業費 10.12 億円(日本側 10.12 億円、SEAFDEC 側 なし) 

 

(5) スケジュール 

詳細設計を含めて 12.5 ヶ月を予定 

 

(6) 実施体制 

実施機関：東南アジア漁業開発センター (SEAFDEC) 

 (運営機関) 

・  “無償適格国委員会（仮称）”  

・  “運航委員会（仮称）” 

 

５．プロジェクトの成果 

 

(1) プロジェクトにて裨益対象の範囲及び規模 

カンボディア、インドネシア、ミャンマー、フィリピン、ヴィエトナム 

裨益人口： 各国漁業関連従事者       約  10.9 百万人 

      

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標 

a. カンボディア、インドネシア、ミャンマー、フィリピン、ヴィエトナム各国沿岸水域資源調査年間延日数の増

加 

 年度 各国沿岸水域資源調査年間延日数 

 2001 年     0 日（実施していない） 

 2005 年 100 日     

b. カンボディア、インドネシア、ミャンマー、フィリピン、ヴィエトナムの漁業従事者に対する資源管理型漁業訓

練の乗船実習年間延日数の増加 

 

 年度 資源管理型漁業訓練乗船実習年間延日数  

 2001 年 12 日  

 2005 年 50 日  

 

 (3) その他の成果指標 

     特になし。 

 

 

 



６．外部要因リスク（事業の目的（プロジェクト目標）の達成に関するもの） 

 

(1)  SEAFDEC への拠出金の減少 

加盟国からの拠出金が関係国の厳しい財務状況を反映して、減少している。SEAFDEC では計画船の運

航コストの一部を裨益国で分担することも検討しているが、計画船の就航 8 年後の運航維持管理費は、

SEAFDEC 訓練部局の 2000 年の収入の約 12%、2000 年の剰余金のほぼ同額に当たる。SEAFDEC 訓練

部局の収入が 2000 年の水準より 12%減少すれば、計画船引き渡し 8 年後には計画船の維持運航に支障

が出る可能性がある。 

 

７．今後の評価計画 

 

(1) 事後評価に用いる成果目標 

① カンボディア、インドネシア、ミャンマー、フィリピン、ヴィエトナム各国沿岸水域資源調査年間延日数 

② カンボディア、インドネシア、ミャンマー、フィリピン、ヴィエトナムの漁業従事者に対する資源管理型漁業

訓練の乗船実習年間延日数 

  

(2) 評価のタイミング 

2005 年以降。 

 

 

 

 



収集資料リスト 

 
調査名  東南アジア漁業開発センター漁業調査船建造計画基本設計調査 

番

号 
名称 

形態    

図書・ビデオ 

地図・写真等 

オリジナル/コピー 発行機関 発行年 

1 
Proceeding of the Third Technical Seminar on Marine Fishery Resources Survey in the South China Sea 

Area Ⅰ: Golf of Thailand and East Coast of Peninsular Malaysia 
図書 オリジナル SEAFDEC  1997

2 
Proceeding of the Third Technical Seminar on Marine Fishery Resources Survey in the South China Sea     

Area Ⅱ: West Coast of Sabah, Sarawak and Brunei Darussalam 
図書 オリジナル SEAFDEC  1999

3 
Proceeding of the Third Technical Seminar on Marine Fishery Resources Survey in the South China Sea   

Area Ⅲ: Western Philippine 
図書 オリジナル SEAFDEC  2000

4 Exploration of Purpleback Flying Squid, Sthenoteuthis oualaniensis Resources in the South China Sea 図書 オリジナル SEAFDEC  2001

5 
Report of the Fourth Meeting of the ASIAN-SEAFDEC Fisheries   Consultative Group Myanmar, 

18 March 2002 
図書 オリジナル SEAFDEC  2002

6    Fishing Boat World 図書 オリジナル 
Baird Publications 

Ltd 
2002 

7 Fishery Statistical Bulletin for the South China Sea Area 1992 図書 オリジナル SEAFDEC  1994

8 Fishery Statistical Bulletin for the South China Sea Area 1993 図書 オリジナル SEAFDEC  1995

9 Fishery Statistical Bulletin for the South China Sea Area 1994 図書 オリジナル SEAFDEC  1997

10 Fishery Statistical Bulletin for the South China Sea Area 1995 図書 オリジナル SEAFDEC  1997

11 Fishery Statistical Bulletin for the South China Sea Area 1996 図書 オリジナル SEAFDEC  1999

12   SEAFDEC Southeast Asian Fisheries Development Center 図書 オリジナル SEAFDEC 2002
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